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目的

インジウムを含む新規のpp/7Be太陽ニュートリノ
検出器として酸化インジウム（In2O3)を固体シン
チレーターに蒸着する検出器を開発

ターゲット剤としてITO（液晶TVの電極として用
いられている）を使用

放射線源を用いて蒸着前後のシンチレーター
の性能を比較する

２００８年９月２２日
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使用したシンチレーター

CsI(Tl)結晶

ピーク波長 550nm
発光時間 900ns
光量(photons/MeV)  52,000

BGO結晶

ピーク波長 480nm
発光時間 300ns
光量(photons/MeV)  2,800

YSO結晶
ピーク波長 420nm
発光時間 35ns
光量(photons/MeV)  10,000
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測定のためのセットアップ

光電子増倍管の先端にシン
チレーターを取り付けて測
定を行う

今回使用した光電子増倍管
は(株)浜松ホトニクス製の
H3167を使用

波長範囲300nm～650nm
増倍率は2.0×106

印可電圧は-1800V

２００８年９月２２日 4日本物理学会 ２００８年秋季大会



蒸着前のΓ線スペクトル測定

137Cs(662keV) ,133Ba
(356keV,81keV), 
57Co(122keV) の
各光電ピークを観

測することができた。

CsI(Tl)結晶
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137Cs (662keV )、
133Ba (356keV)、
57Co (122keV) のピーク

は観測出来たが、133Ba 
(81keV)は特定でき

なかった。

BGO結晶

蒸着前のγ線スペクトル測定

２００８年９月２２日 6日本物理学会 ２００８年秋季大会



137Cs (662keV) 、
133Ba(356keV,81keV)、
57Co(122keV)の
４つのピークを観測する

事が出来た。

YSO結晶

蒸着前のγ線スペクトル測定
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蒸着に用いた装置

●蒸着装置本体

(株)サンユー電子製SVC-
700で高周波（RF）スパッタ
リング法による蒸着を行う。

●蒸着装置のセットアップ

蒸着はArガス雰囲気下で行う。

Arガスはレギュレーターで二
次側の圧力を0.1MPaに調整
して使用。

●蒸着時間は4．5時間
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蒸着方法

スパッタリング法により蒸着

イオンをターゲットに照射し、
ターゲット表面の分子や原子
を蒸発させ、基板上に沈着さ
せて薄膜を形成する

今回はターゲットとして、酸
化インジウムに質量比５％のス
ズを混ぜたITOを用いる。

ITOは可視光透過率が高く、
導電性も高い。
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蒸着後のシンチレーターの外観（１）

ITOの薄膜が成膜された。

しかし、軽く接触しただけでも簡単に剥離してしまっ
た。

蒸着後の放射線源による性能測定はできなかった

CｓI(Tl)結晶
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蒸着後のシンチレーターの外観（２）

BGO結晶 蒸着前 蒸着後

薄い黄色を帯びた薄膜が成膜された。

側面は上から下へ濃淡のグラデーションが現れた。

蒸着されたITOの質量は6.0mg。
膜厚にして1.68μmが蒸着。

２００８年９月２２日
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蒸着後のシンチレーターの外観（３）

YSO結晶 蒸着前 蒸着後

薄い黄色を帯びた薄膜が成膜された。
側面は上から下へ濃淡のグラデーションが現れた。
蒸着されたITOの質量は6.0mg。
膜厚にして1.68μmが蒸着。
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蒸着後のスペクトル測定（１）

662keV 、356keV、
122keVで光電ピーク
が観測された。

81keV はピークを特
定できなかった。

ピークは蒸着前に比
べ、グラフの左側に移
動した。

→光量は低下した。

BGO結晶
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蒸着後のスペクトル測定（２）

各線源で、はっきり
したピークが見られ
なくなる。

どの線源のスペク
トルも光量が減少
している。

YSO結晶
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BGO結晶によるITO蒸着前後の性能差

蒸着後は光量が約３０％減少している
それに伴ってエネルギー分解能も悪くなっている

ITO蒸着による黄色の着色が原因
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まとめ

CsI（Tl）は薄膜の付着力が弱く、剥離が起きるためITOを
蒸着することは出来なかった。

BGOは蒸着後、光量の低下と、分解能の悪化が見られた
が、蒸着後も光電ピークを観測できた。また、光量の減少が
確認された。

YSOは蒸着前は光電ピークが見られたが、蒸着後にピーク
を見ることが出来なかった。また、光量の減少が確認された。

共通して蒸着後は黄色い薄膜が成膜されており、光量減少
（－３０％）の原因と考えられる。

着色の原因は？
Ar原子の進入？ Arガス圧力を下げても変化がない

酸素原子の再蒸発 酸素とArの混合

ITO（酸化インジウム）のもともとの色？（ﾐｸﾛﾝは薄膜か？）

２００８年９月２２日

16

日本物理学会 ２００８年秋季大会


	酸化インジウムを蒸着した�固体シンチレーター検出器の�開発
	目的
	使用したシンチレーター
	測定のためのセットアップ
	蒸着前のγ線スペクトル測定
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	蒸着に用いた装置
	蒸着方法
	蒸着後のシンチレーターの外観（１）
	蒸着後のシンチレーターの外観（２）
	蒸着後のシンチレーターの外観（３）
	蒸着後のスペクトル測定（１）
	蒸着後のスペクトル測定（２）
	BGO結晶によるITO蒸着前後の性能差
	まとめ

